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注：

① 当資料のグラフ・表などで表示されている数値は、別途断り書きがある場合を除き、金額単位表示未満は四捨五入し一部で端数調整のため切り上げ・切り捨てを

行っている。

② グラフ中の‘Ｅ’は見込みを示している。

③ ‘前回Ｅ’は２００９年７月２８日の第１四半期決算の際に発表した１０／３期修正見込み、‘当初Ｅ’は２００９年５月１２日の０９／３期決算の際に発表した１０／３期見

込みである。

④ 文中の‘Ｑ’は四半期を示している、２Ｑは第２四半期のこと。
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セグメント別営業利益目標は加工食品のみ不振を織込み下方修正
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1. １０／３Ｅは売上高を９６億円、営業利益を１５億円下方修正する。
①売上高は、業務用の不振とアセロラ飲料事業の売却を織込み加工食品で３８億円、畜産で５６億円、低温物流

で２５億円それぞれ下方修正する。
②営業利益は、業務用の販売不振とチキン加工品の採算改善で遅れが生じた加工食品を２４億円下方修正、水

産を３億円上方修正する。
2. 前年計上したリース会計基準変更時差異がなくなったことに加えアセロラ飲料事業の売却益が発生し特別損益が

２１億円改善、当期純利益は１８億円増益の見込み。



加工食品事業の戦略
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業務用は低価格化対応を進めるも大幅な減益要因となる
＜加工食品事業の戦略＞

２

加工食品事業の売上高と営業利益率の推移
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家庭用調理冷凍食品 業務用調理冷凍食品 健康価値事業
その他の冷凍食品ほか 売上高営業利益率

1.家庭用は、前年下半期に実施した８％の売上げに相当するアイテムカット分を主力品の拡
販で吸収し前期比微増収。市場の回復は順調で以前のような激しい価格競争は再現して
おらず、採算面でもプロダクトミックスの改善効果や原材料価格の低下効果が寄与する。

2.業務用は、惣菜や外食向けの販売不振対策として値ごろ感のある低価格品の導入を進め
るが単価の下落などで売上げは前期比４％減収の見込み、損益面でも上半期・下半期合
わせて１２億円の減益要因となる。また、上半期はチキン加工品の原材料価格低下による
採算改善が目標どおりに進まず厳しい状況におかれたが下半期には改善が進む見通し。
チキン加工品は更なる拡販に向け供給体制を強化する。

3.アセロラは、上半期は広告費や販促費の圧縮で４億円の増益要因となったが下半期は期
中から売上げの計上方式が変わり３億円の減益要因となる。
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当社家庭用商品主要２０品の店頭実売価格推移（０７年７月＝１００）
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「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

家庭用は環境が好転しており原材料価格低下も寄与し採算が改善
＜加工食品事業の戦略＞

３

餃子事件後の家庭用調理冷凍食品マーケット推移（08年1月=100）

1.家庭用では業界環境が好転しており採算改善が進んでいる。

① ０８年1月に発生した餃子事件の影響が薄れてきたことに加え、内食拡大も追い風と
なりマーケットが回復している

② 既存商品に関しては０７年秋の値上後の店頭販売価格は概ね維持されており、店
頭での値下げや割引販売が激化する兆しは見られない

③ 畜肉･小麦粉･油等の原材料価格は低下傾向にあり採算改善に寄与している

2.今年度は増量セールなど販促費を使用しないキャンペーンが好調に推移している。今後
も店頭で商品を手に取るエンドユーザーに直接訴え、メーカーが主導できる販促手法を
拡大してゆくことで、販促費のコントロールと売上拡大のバランスを取ってゆく。

＊１００世帯当り購入金額を過去12ヶ月移動平均法で季節調整 出典：インテージ （２表とも）
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業務用は低価格化が進むマーケットへの対応を急ぎ売上回復を図る
＜加工食品事業の戦略＞
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出典：日本チェーンストア協会発表のデータを当社で加工

1.金融危機を境にスーパー惣菜売場などの業務用マーケットは縮小が続いている。このため
売場の活性化策として一部では高価格帯から低価格帯へ商品の切替が行われた。

2.高価格帯向け商品を重点的に販売してきた当社は上記の影響を受け売上が減少。下期よ
り以下の対策を実施し回復を図る。

①重点攻略エリアから外れていた低価格帯向けに９月から高品質かつ値ごろ感ある商
品の投入を行っており低価格帯への切替えの影響を最小限に食い止める。

②従来戦略である、差別化技術により実現できる高品質と価値の訴求は継続、高価格
帯品の更なる品質感アップと地道な店頭販促で主戦場への消費者の呼び戻しを行う。

③上記①②を補完する位置づけとしてＰＢ受託によりライン稼動の安定化を図る。

（％）

業務用市場における当社の戦略

量販店惣菜売上高前年同月比推移
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チキン加工品の積極拡大に向け供給体制を強化する
「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

＜加工食品事業の戦略＞

５

1.当社の主力商品カテゴリーであるチキン加工品は中食市場向けフライドチキンやから揚
げを中心に取扱いを拡大し、この５年間ではその売上げ規模は１．５倍近くに伸長した。

2.伸長分の調達はＯＥＭ中心に行ってきたため拡大する販売に対し供給体制が脆弱となり、
原料価格や中国産品の品質保証問題など採算面での外的要因の影響度が大きくなって
いた。そこで昨秋から供給体制強化に取組むことを決定、品質・価格・供給量の各面で安
定化を図り今後の拡大に備えることとした。来秋には新工場や既存工場の増設が完了、
自社グループ内の生産比率は０８年から２５ポイントアップし、８５％となる。

3.安い価格やヘルシー感から鶏肉需要は今後も伸びると考えられており、現状では冷凍食
品の普及率が決して高くないことなどからも、チキン加工品には更なる拡大が見込まれる。

構成比は金額ベースの概数市場規模の出典：富士経済 冷凍・チルドのからあげ、ナゲット、フライドチキン等 年度は暦年

当社チキン加工品売上高推移

313億円
362億円

393億円
425億円 452億円

116

126

136

100 102
108

111
107100

144

0

100

200

300

400

500

600

700

800

０４年度 ０５年度 ０６年度 ０７年度 ０８年度 年度

売上高　単位：億円

売上高 当社 （参考）市場規模

04年を100とし伸長度を指数化



ブラジル
８５％

日本原料事業

ニチレイスーコ

日本市場
　･最終製品向
　･パウダー
　･社外販売

３０％

４％

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ
中南米
市場

欧州市場
アジア・
ｵｾｱﾆｱ
市場

７％ ４５％

海外原料販売事業

中国
市場

４％

当社アセロラ当社アセロラ原料原料事業系統図事業系統図（（２００９年２００９年想定想定金額ベース）金額ベース）

ベトナム
１５％

調達
販売

１０％

北米
市場
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アセロラは機能性と蓄積したノウハウを武器に原料用の販路を拡大
＜加工食品事業の戦略＞

６

1.アセロラ原料事業ではブラジルとベトナムから調達した果汁を、日本、欧州をはじめ世界各
国に販売。０８年度売上高は約２１億円で、ニチレイグループの全世界推定シェアは３割強。

2.日本国内ではアセロラ単体の飲料用途がメインであるのに対し、海外市場では主にビタミン
Ｃの補完を目的としたミックスジュース用原料として使われている。従って果汁のビタミン含
有量の保証力は非常に重要であるが、当社は育種・搾汁・濃縮・ブレンド・ 検査・低温流通
に至る一貫した体制を持ち、それによって蓄積されたノウハウが強みとなっている。

3.アセロラはビタミンＣ以外にもポリフェノールなどのさまざまな成分が含まれ、収穫時期の違
いで異なる成分を含有するなど、今後研究が進む中でその機能性に対する注目度は更に
高まると思われる。



水産事業の戦略



「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

価格低下の著しい環境下で採算性は前年を上回る
＜水産事業の戦略＞

７

1. 固定費控除前の利益率では前年を上回る水準を計上、利益率の低い商材の絞込みを
進めるとともに、エビ・たこや寿司ネタなど重点分野・得意商材の拡販に成功、採算の改
善につながる。

2. ０９／上は全般的な価格低下に加え不採算商材の取扱い縮小を推し進めたことにより
一人当たり売上高が減少した。そのため固定費比率は前年と比べ上昇したものの、販
売面での採算が向上し吸収できている。

3. 買付けを抑制し在庫金額を圧縮しているため、在庫回転率は昨年より向上、不採算在
庫もなく、身軽に下半期に向かえるため、今後も現状の採算を維持できる見通し。

ニチレイフレッシュ水産事業（単独）

売上高固定費控除前利益率の推移
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売上高営業損益率 売上高固定費控除前利益率

上記売上高営業損益率はセグメント情報で開示している水産事業連結の営業利益率とは異なる
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「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

事業環境は厳しさを増しているが欧州の未達分は国内がカバー
＜低温物流事業の戦略＞

８

1.通期の売上高は前期比２％の減収を見込む

①地域保管は、景気後退から業界の入庫量減少が顕著だが、当社は強い集荷力を生かし上半期は
前年を上回る在庫率を維持、下半期も大きな崩れはないものの通期は１％減収に。

②ネットワークは運送業務の新規顧客獲得が目標を下回る上に既存センターの売上減少で目標の達
成は難しいが、下半期は新センター２件の稼動もあり通期では３％の増収に。

③海外は欧州がユーロ安により為替換算だけで１４％程度目減り、輸配送と果汁専門冷蔵倉庫の取
扱い減も響き、海外事業全体では通期２６％の大幅減収。

2.通期の営業利益は前期比４億円の減益を見込む

①地域保管は環境悪化の中でも前年を上回る在庫率を維持、下半期も大きな崩れなく前期比横這い。

②海外の業績は下半期に底打ちの見込みだが、当面ポーランド新拠点の負担もあり通期８億円減益。

③ネットワーク事業は運送需要やセンターの低迷を作業効率の改善などでカバーし通期３億円増益。
低温物流事業のサブセグメント別売上高推移
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低温物流事業のサブセグメント別営業利益推移
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「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

地域保管は環境が悪化する中でも前年並みの稼動を維持

＜低温物流事業の戦略＞

９

1.今期に入り冷蔵倉庫業界では畜産物の滞貨解消や商社や食品メーカーの原料買付けの
絞込み、製品在庫の圧縮など、景気後退の影響から入庫量が顕著に減少してきた。そう
した中で当社の冷蔵倉庫の総合在庫率は依然前年を上回る水準で推移、営業利益も前
期比増益となって全体の業績を下支えしている。

2.当社では、２００４年春の冷蔵倉庫運営会社の地域分社化以降、各地域に密着した営業
活動を強化していることで、総合在庫率は業界を上回る水準を維持し、その差はさらに拡
大を続けている。

五十嵐冷蔵
2%

ニチレイ グループ
12%

横浜冷凍
6%

マルハグループ
5%

東洋水産 グループ
3%

日本水産 グループ
3%

その他
69%

日本冷蔵倉庫協会の
データを当社で加工
０９年１月１日現在

冷蔵倉庫保管能力シェア冷蔵倉庫業界の入庫数量と総合在庫率の推移
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TC（通過型センター）拠点数推移
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「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

ＴＣ通過貨物の価格低下が響くが採算面は効率性向上等でカバー
＜低温物流事業の戦略＞

１０

1. 食料品全般の低価格化傾向を反映して、スーパーの物流センターを請け負うＴＣ（通過
型センター）の売上げ算定基礎となる、通過物量当たりの商品金額が減少しており厳し
い採算環境にあるが、作業効率の向上や配送の見直しなどでコストダウンを進めてお
り、収益面では前年水準を維持している。

2. 下半期には２件のＴＣを新設、来年度も２件の新規受託が決定しており事業基盤の拡
大を進める。

3. 一方で、運送事業は新規顧客開拓などで遅れが出ていることに加えて、社内加工食品
部門の冷凍食品の取扱い減少もあり苦戦している。地域保管事業所と連携した地域産
品の集荷や常温品の取込みによる地方発便の積載率向上やＴＣの配送車輌を活用し
価格を抑えたサービスで新規顧客の開拓を進める。

ネットワーク事業のセグメント別売上推移
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「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

欧州業績は底を打つが下半期はポーランドの新拠点費用が重い
＜低温物流事業の戦略＞

１１

1.欧州では景気後退の影響で運送需要の低下と競合先との運送料金競争が激化。大口
顧客からの冷蔵倉庫料金の引下げ要求なども業績低下要因となった。

2. 一方で、昨年来中南米の天候被害による冷凍果汁の生産量減退が響いてきた果汁専
門冷蔵倉庫が下半期に入り在庫量が拡大し始めていること、チキンの搬入が相変わら
ず活発でロッテルダム地区では高水準の在庫量を維持していること、オランダ内陸部の
冷蔵倉庫では冷凍野菜の集荷が好調なことなど、好転の兆しが現れている。

3.ポーランドではラドムスコセンターが８月に稼動を始めたが、当面は新拠点費用として、
減価償却費の増加や安定稼動までの費用負担が重荷となる。

種別 社名 所在地と業容 概要と特徴 上半期の状況と課題 下半期の状況と対応

ヒワ・ロッテルダ

ム

ロッテルダム港湾で

果汁の保管業

果汁専門冷蔵倉庫、品質検

査・デドラミング・ブレンディン

グに対応する設備を有する

天候要因による中南米からの果汁の搬入減による在庫

減と１００%ジュースの消費量減による付帯加工収入の

減少。

新シーズン入りし搬入時期を迎えるレモン・オレンジﾞ果

汁原料の集荷が順調で在庫水準は昨年を上回って推

移。

ユーロフリゴ・

ロッテルダム

ロッテルダム港湾で

冷蔵保管業

畜肉、水産物、凍菜等の扱い

多く、動物検疫設備併設

チキン中心に搬入が順調、大手顧客から保管料値下げ

要請があり採算が悪化。

チキンの輸入量は徐々に減少、今後は輸入水産物で

在庫を確保しつつ、在庫水準の維持を図る。

ユーロフリゴ・

フェンロ

オランダ内陸で冷

蔵保管業

農産品の保管を中心にＰＶＢ

フィルム取扱う

景気後退でビルの建設や自動車の窓に使用される樹

脂フィルムの保管・加工が減少。

単価は低いものの冷凍野菜の集荷が順調に進み在庫

量を確保。

フリゴロジスティ

クス

ポーランドで冷蔵保

管業

０５年に冷蔵倉庫を買収、アイ

スクリームや冷凍食品が主力

貨物

景気後退の影響を受け、大手顧客の販売不振から在

庫量が減少、競合の増設により集荷競争も厳しくなる。

ラドムスコセンターが８月に稼動、大手顧客のポーラン

ド国内物流業務の中心を新センターに移し、効率化を

進める。大手流通の物流業務も新たに受託。

テルモトラフィッ

ク・ドイツ

ドイツを拠点に欧州

全域を対象に輸配

送業

運送需要低下。特に東欧圏では中東からの新規業者

が低料金を武器に参入、料金下落で採算性の低下が

著しい。

営業力強化による集荷の拡大、コスト削減等体制の再

構築が急務。

テルモトラフィッ

ク・オランダ

ロッテルダムを拠点

にフォワーディング

がメイン

上期はチキンの輸入量多く需要は確保、フォワーディン

グ業務は大手顧客の引抜き競争が激しく厳しい。

チキン大手の合併に伴いフォワーディング業務の受託

一元化を提案し、取扱い拡大を狙う。

冷蔵倉庫

輸配送

ヨーロッパ全域をカバーする

輸配送業務とフォワーディング

業務
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データ集

セグメント別売上高と営業利益の推移
「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

１２

単位：億円（単位未満四捨五入、一部で端数調整あり）

1,848 1,773 1,750 1,740 1,686 1,724
811 747 747 761 690 690
846 809 839 925 809 865

1,271 1,341 1,387 1,423 1,395 1,420
100 79 75 74 70 70
87 70 63 66 68 69

-269 -242 -225 -244 -233 -257
4,694 4,577 4,636 4,745 4,485 4,581

55 60 41 20 17 41
-17 -4 -5 3 7 4

3 6 6 0 7 7
58 72 85 82 78 78
61 45 43 40 36 36
1 1 2 2 1 0

-1 1 2 4 5 0
160 181 174 151 151 166
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１０／３
前回Ｅ０７／３ ０８／３０６／３ １０／３Ｅ
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その他

全社または消去
合計
（営業利益）
加工食品

全社または消去
合計

水産

低温物流
畜産

低温物流
不動産
その他

（売上高）
加工食品
水産
畜産



当資料取扱い上のご注意

当資料に記されたニチレイの現在の計画・見通し戦略などのうち、歴史的事実でないものは、将来

の業績に関する見通しであります。将来の業績に関する見通しは、将来の営業活動や業績に関する説

明における「確信」、「期待」、「計画」、「戦略」、 「見込み」、「予測」、 「予想」その他こ

れらの類義語を用いたものに限定されるものではありません。これらの情報は、現在において入手可

能な情報から得られたニチレイの経営者の判断に基づいております。実際の業績は、さまざまな重要

な要素により、これらの業績見通しとは大きく異なる結果となる場合があります。このため、これら

の業績見通しのみに全面的に依拠して投資判断されることは、お控えいただくようお願いいたします。

また、新たな情報、将来の事象、その他の結果にかかわらず、常にニチレイが将来の見通しを見直す

とは限りません。実際の業績に影響を与え得るリスクや不確実な要素には、以下のようなものが含ま

れます：

①ニチレイグループの事業活動を取り巻く経済情勢および業界環境

②米ドル・ユーロを中心とした為替レートの変動

③商品開発から原料調達、生産、販売まで一貫した品質保証体制確立の実現性

④新商品・新サービス開発の実現性

⑤成長戦略とローコスト構造の実現性

⑥ニチレイグループと他社とのアライアンス効果の実現性

⑦偶発事象の結果

など

ただし、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。また、リスクや不確

実な要素には、将来の出来事から発生する重要かつ予測不可能な影響も含まれます。当資料は、あく

までニチレイをより深く理解していただくためのものであり、必ずしも投資をお勧めするためのもの

ではありません。

「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。


